
社会福祉法人長幼会

すく すく 保育園の自己評価

令和5年　3月実施



　 ２ 年度　 3 年度 　 4 年度

1
子ども の人権を 尊重し た子ども への接し 方や対応等について職員間で
共通理解を 図る場を 持っ ている。

a a a

2
子ども が自分の意見や思い等を 保育者に伝える大切さ を 職員が共通理
解し ている。

a a a

3
子ども が他の子ども の気持ち や発言を 受け入れら れる よ う な配慮を す
るこ と を 職員が共通理解し ている 。

a a a

4
性差への先入観によ る固定的概念や役割分業意識を 植え付けないよ
う 、 職員が認識し 、 共通理解し ている 。

a a a

5
職員は、 異文化を 受け入れ、 それぞれが個性ある 一人と し て認める保
育を 実践し ている 。

a a a

6
子ども の心身に苦痛や危険等が及んでいるか状況を 把握し 、 適切に対
応する体制になっ ている 。

a a a

7
個人情報は、 個人の人格尊重の理念の下に慎重に取り 扱われるべき も
のである こ と を 全職員が理解し ている 。

a b a

☆

8
保育士の専門性の基本が、 子ども の理解であるこ と を 職員間で共有し
ている。

a a a

9 保育方針・ 保育目標は子ども を 尊重し たも のになっ ている。 a a a

1 0 保育方針・ 保育目標は全職員で検討し 、 共通理解し ている。 a b a

1 1 保育方針・ 保育目標は保護者や地域住民・ 関係機関に周知し ている。 a a a

☆

Ⅰ　 保育理念

評価
評価の着眼点

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
考
慮

Ⅰ
　
保
育
理
念

◇児童福祉法の理念に基づ
き 、 子ども の最善の利益を
考慮し 、 明文化し ている。

　 Ⅰ-1 　 子ども の最善の利益の考慮　 ①子ども の人権尊重　 ②保育方針・ 保育目標

◇子ども の人権に十分配慮
すると 共に、 互いに尊重す
る 心を 育てるよ う 、 取り 組
みを 行っ ている 。

社会福祉法人長幼会



2 年度　 3  年度4 年度

1 2 温度・ 湿度・ 採光・ 換気・ 音が常に適切に保たれている。 a a a

1 3 保育設備、 遊具の安全が保たれている 。 a a a

1 4 清掃が行われ、 清潔が保たれている。 a a a

1 5 年齢に応じ て、 健康・ 安全な生活に必要な習慣や態度を 育成し ている 。 a a a

1 6
子ども の日々の健康状態の情報を 関係職員（ 調理員、 福祉員等） に周知し て
いる 。

a a a

☆

1 7
子ども が遊具や用具、 素材などを 自分で取り 出し て遊べる よ う になっ てい
る 。

a a b

1 8 子ども の年齢発達にふさ わし い環境構成にし ている。 a b b

1 9 子ども が好き な遊びを 十分楽し めるよ う 柔軟性のある 計画と なっ ている。 a a a

2 0
保育者等は子ども の自発性を 発揮でき る よう な働き かけについて、 共通理解
のも と 実践し ている。

a a a

☆

2 1
日常の保育を 通じ て子ども の意見や意思を 汲み取る大切さ を 職員が共通理解
し 、 実践し ている 。

a a a

2 2 異年齢交流の計画を 作成し 実施し ている 。 a a a

2 3
様々な年齢や異文化を 持つ人たち に親し みを 持つよう 、 交流の場を 設けてい
る 。

a b b

☆

Ⅱ　 子ども の発達援助

　 Ⅱ-1 　 子ども の福祉を 増進するこ と に最も ふさ わし い生活の場　 ①健康安全で心地よ い生活　 ②子ども の主体的な生活
③人と の関わり を 育む環境

社会福祉法人長幼会

◇子ども が健康に生活する
場と なっ ている 。

１
　
子
ど
も
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
生
活
の
場

Ⅱ
　
子
ど
も
の
発
達
援
助

◇子ども が自己選択・ 自己
決定・ 自己活動でき る 環境
を 確保し ている 。

評価の着眼点

◇子ども が人と のやり 取り
を 育む環境を 構成し てい
る。

評価



2 年度　 　 3  年度4 年度

2 4 保育課程は全職員が参画し 、 発達過程の共通理解のも と 作成し ている 。 a a b

2 5
乳幼児期は身体的条件や生育環境によ り 一人一人の心身の発達の個人差が大
き いこ と を 理解し 職員全体で共有する 場を 持っ ている 。

a a b

2 6 指導計画は定期的に評価、 見直し を 会議等で行い共有し ている。 b a a

☆

2 7
長時間における保育の環境を 整備し 、 保育の内容や方法を 職員で共有し てい
る 。

a a a

2 8
子ども の生活の連続性を 踏まえ、 保護者と の連携・ 情報共有が行われてい
る 。

a a a

2 9 経過記録を 活用し 、 進級児の申し 送り は担任間で行っ ている 。 a a a

3 0 小学校への移行が円滑に行われる よう 、 要録の送付等を 行っ ている。 a a a

☆

Ⅱ
　
子
ど
も
の
発
達
援
助

視点 評価の着眼点

　 Ⅱ-２ 　 生活と 発達の連続性  ①子ども 観・ 発達観の理解と 共有　 ②発達過程に応じ た保育　 ③個人差への配慮　      ④生活の
連続性

◇保育所全体で、 子ども
観・ 発達観を 共有する 場を
持ち 、 確認し ながら 取り 組
んでいる。

◇子ども の発達の順序性や
連続性を 踏まえ長期的な視
野を 持っ て見通し 、 計画・
実践・ 記録を 行っ ている。

２
　
生
活
と
発
達
の
連
続
性

評価



2 年度 　 3 年度 4 年度

3 1
「 養護」 は保育士などが行う 援助や関わり であり 、 「 教育」 は子ども の活動がより
豊かに展開さ れるための発達援助であるこ と を理解し 、 実践し ている。

a a a

3 2
「 養護」 は生命の保持と 情緒の安定で構成さ れ、 「 教育」 は健康、 人間関係、 環
境、 言葉、 表現の５ 領域から 構成さ れているこ と を理解し 、 実践し ている。

a a a

3 3 指導計画や記録には養護面の配慮を 記載し ている 。 a a a

☆

3 4
配慮を 要する 子ども や障害のある 子ども について、 職員間で定期的に話し 合
う 機会を 設けている。

a a a

3 5
統合保育の意味や有益性を 理解し 、 子ども たちがと も に育つこ と を 職員間で
理解し 、 共有し ている 。

a a b

3 6
配慮を 要する 子ども や障害のある 子ども の対応やケアについて、 必要に応じ
研修を 行い、 医療機関や専門機関と 連携し ている 。

a a a

3 7 保護者と 必要に応じ て情報の共有を し ている 。 a a a

☆

Ⅱ
　
子
ど
も
の
発
達
援
助

視点

◇保育における 養護と 教育
の一体化がなさ れている。

評価の着眼点

　 Ⅱ-３ 　 養護と 教育の一体的展開　 ①主に乳児保育における　 ②主に１ ， ２ 歳児の保育における 　 ③主に、 ３ ， ４ ， ５ 歳児の保
育における

◇配慮を 必要と する 子ども
について環境が整備さ れ、
保育の内容や方法を 配慮し
ている 。

３
　
養
護
と
教
育
の
一
体
的
展
開

評価



2 年度 　 3 年度 4 年度

3 8
保育は人的環境、 物的環境、 社会的環境、 空間的環境を 通し て行われるこ と
を 職員が理解し ている 。

a a a

3 9 保育姿勢の明確化を 行い、 職員間で共有し ている 。 a b a

4 0
子ども が自分から 思わず関わり たく なる よう な魅力ある環境構成を し てい
る 。

a a b

4 1
必要に応じ てプラ イ バシーが守ら れる 空間を 確保でき るよ う 工夫を し てい
る 。

b a b

4 2
生活の場と 遊びの場の区分ができ 、 生活に見通し が持てる 空間と なっ てい
る 。

b b b

4 3 子ども が安全で保健的に過ごせる 環境を 作っ ている。 a b a

4 4 温かなく つろ げる 場と 生き 生き と 活動でき る 場を 作っ ている 。 b a a

4 5 季節の移り 変わり が感じ ら れるよ う な環境を 構成し ている 。 a a a

4 6
定期的に見直し を 行い、 子ども の発達、 興味関心に合わせた環境構成を し て
いる 。

a a a

☆

評価の着眼点

◇環境を 通し て行う 保育の
重要性を 職員間で共通理解
し ている。

Ⅱ
　
子
ど
も
の
発
達
援
助

視点

４
　
環
境
を
通
し
て
行
う
保
育

評価

　 Ⅱ-４ 　 環境を 通し て行う 保育　 ①保育の環境　 ②環境構成・ 再構成



2 年度 3 年度 4 年度

4 7 保護者に園の方針、 保育理念、 保育内容等の説明を し ている。 a a a

4 8
保護者と 職員が子ども の生活や成長等の共通理解を 得るための機会を 設け、
子ども の成長の喜びを 共有し ている。

a a a

4 9
子ども の発達や育児などについて、 懇談会等保護者同士の子育ての経験を 共
有共感でき る場を 設けている。

a a a

☆

5 0
保護者に寄り 添い保護者が自己決定を出来るよう に、 子育ての相談に応じ たり 、 個
人面談の機会を 設ける等、 積極的に保護者に対する支援を 行っ ている。 a a a

5 1
保護者と 日常的なコ ミ ュ ニケーショ ンを 図り 、 信頼関係を 築く 大切さ を 職員
間で共有し ている。 a a a

5 2 保育に関する知識やスキルを活かし て相談を 受ける仕組みになっ ている。 a a a

5 3 必要に応じ て専門の関係機関の相談窓口等を 紹介し ている。 a a a

☆

5 4
虐待を 受けていると 疑われる子ども の早期発見に努め、 得ら れた情報が速や
かに園長まで届く 体制になっ ている。

a a a

5 5
児童虐待を 発見し た場合の対応について、 マニュ アルがあり 職員間で確認し
ている。

a b a

5 6
児童相談所・ 区役所・ 保健師・ 民生委員等と の連携を図り 連絡や協力が可能
な状態にある。

a a a

5 7 家族支援の必要な保護者を 援助し 、 虐待を 予防する体制になっ ている。 a b a

☆

　 Ⅲ-1 　 家庭と の緊密な関係　 ①子ども の成長の喜びを 共有　 ②保育内容の説明、 応答責任③子育てに関する相談、 援助　      ④
保護者への個別支援

社会福祉法人長幼会 評価の着眼点
評価

Ⅲ　 保護者支援

◇子ども の成長の喜びを 共
有するために保育内容等の
説明や応答責任を果たし て
いる。

◇保護者の状況を踏まえ、
養育力の向上に資するよ
う 、 適切に支援し ている。

◇虐待を 疑われる子ども の
早期発見と 適切な対応を 心
がけている。

１
　
家
庭
と
の
緊
密
な
関
係

Ⅲ
　
保
護
者
支
援



　 2  年度3 年度 4 年度

5 8
保育所の資源（ 施設開放、 相談援助、 交流の場、 情報提供） を 開放し てい
る。

a b a

5 9
職員が子育て支援の重要性を認識し 、 保護者が安心し て気持ちよく 利用でき
るよう 共通認識し ている。

a b a

6 0 地域住民から 意見を 聞く 等地域ニーズの把握に努めている。 b b a

6 1
実習生・ 職業体験・ ボラ ンティ ア等の受け入れマニュ アルがあり 、 保育所の
基本姿勢や方針を 職員に周知し ている。

a b a

6 2 心身の状況を 考慮し 、 一時保育を 実施し ている。 a a a

☆

6 3 他機関と 連携し 支援事業を し ている。 a b b

6 4
関係機関、 地域の団体などの情報を 職員が共有し 、 必要に応じ て仲介し てい
る。

a b b

6 5
地域と 協力し て行事を 行う 等、 地域の団体や機関と 定期的・ 計画的に交流を
図っ ている。

a b b

6 6 地域の人材、 設備、 機能等をコ ーディ ネート し ている。 b b b

6 7
小学校児童と 園児と の交流行事を 行っ たり 、 定期的に情報交換するなど、 連
携体制がある。

a a a

☆

6 8
ホームページ、 パンフ レ ッ ト 等の資料を 、 公共の場に置く など情報の公開を
し ている。

a a a

6 9
必要に応じ て子育てに関する情報、 地域子育て支援事業の情報を 提供し てい
る。

a b a

7 0 「 地域子育て支援拠点」 と 連携し 、 情報の収集・ 提供を 行っ ている。 a b a

7 1 見学者の受け入れなど柔軟な対応を し 、 情報を 提供し ている。 a a a

☆

◇地域の子育て資源、 子育
て支援に関する情報を 収集
し 必要に応じ て提供し てい
る。

◇地域の子育て支援ニーズ
に応じ て、 施設の専門性を
生かし たサービスを 提供し
ている。２

　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

Ⅲ
　
保
護
者
支
援

評価の着眼点
評価

◇関係機関と 連携し 、 地域
性に応じ た子育て支援を し
ている。

　 Ⅲ-２ 　 地域における子育て支援　 ①保育所の機能の開放　 ②関係機関と の連携　 ③情報提供

視点



　 2 年度 3 年度 4 年度

7 2
子ども の健康に関する 保健計画を 作成し 、 職員間で共有すると 共に子ども の
健康の保持・ 増進に努めている。

a b a

7 3 子ども の健康管理に関する マニュ アルがある 。 a b a

7 4
子ども の発育及び発達状態について定期的、 継続的にまた、 必要に応じ て把
握し ている。

a a a

7 5 子ども の健康に関する 情報を 職員に周知し ている 。 a a a

7 6
全職員に対し てSID Sに関する知識が周知さ れ予防のための取組が行われてい
る 。

a a a

7 7
内科健診、 歯科健診、 身体測定等を 定期的に行い、 配慮が必要な結果であれ
ば、 医師の指示に従っ ている 。

a a a

7 8
配慮を 要する 子ども については、 保護者や医師、 関係機関と 連携を 図り 、 子
ども の状況に応じ た適切な対応を 行っ ている

a a a

7 9
アレ ルギー（ 食物、 虫等） の発症について、 配慮の必要な園児がわかり 、 対
応方法を 職員に周知し ている

a a a

8 0
配慮を 要する 子ども の食事の提供方法や誤食防止等について、 マニュ アル等
を 作成し 、 職員間で共有し ている 。

a a a

8 1
配慮を 要する 子ども の食事について、 専門医によ る食事の内容に関する指示
のも と で除去食を 提供し ている。

a a a

8 2 職員が食育の基本を 理解し 、 食育の計画を 策定し ている。 a a a

8 3 食の大切さ を 知り 、 食事を 楽し めるよ う 工夫し たり 働き かける こ と を 職員間
で共有し ている。

a a a

8 4 保護者に、 保育園の食育の取組みや食事の重要性を 説明し ている 。 a a a

◇「 食を 営む力」 の育成に
向け、 その基礎を 培っ てい

る。

　 Ⅳ-1 　 健康及び安全の実施体制　 ①健康の保持および運営　 ②安全、 衛生管理　 ③家庭や保健・ 医療機関などと の連携

視点 評価の着眼点 評価

Ⅳ　 保育を 支える組織的基盤

Ⅳ
　
保
育
を
支
え
る
組
織
的
基
盤

1
 

健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制 ◇健康に配慮を 要する 子ど

も の対応について個別に必
要な配慮を 明確にし てい
る 。

◇子ども が快適で健康に過
ごせる 環境を 整備し てい

る。



8 5
安全、 衛生に関するマニュ アルがあり 、 定期的に評価・ 見直し を 行っ てい
る 。

a b a

8 6 施設内外の設備、 用具などの衛生管理と 安全管理を 行っ ている 。 a a a

8 7
食中毒や感染症に対する予防や発症後の対応方法を 職員間で共有し 、 保護者
に周知し ている。

a b a

8 8 事故や天災が発生し た場合、 速やかに対応でき る 体制づく り ができ ている 。 a a a

8 9 不審者などの侵入時に対応でき る 体制を 職員間で共有し ている 。 a a a

9 0 安全に関する 訓練が定期的に行われ、 適切な対応が職員に身についている 。 a a a

9 1
緊急な事故や事例については嘱託医と 連携を 図り 、 他機関と の連絡協力体制
ができ ている 。

a a a

9 2 相談内容に応じ 、 関係機関、 団体と の連絡体制が確立さ れている 。 a a a

9 3
嘱託医により 定期的に健康診断を 行い、 その結果を 記録し 、 保育に活用し て
いる。

a a a

9 4
配慮を 要する 子ども について医師等と 連携し 、 その状況に応じ て適切な対応
を 行っ ている 。

a a

9 5
虐待等不適切な養育が行われている可能性がある 場合は、 速やかに対応し て
いる。

a a a

9 6 保護者向けに健康便り などを 発行し 、 家庭への啓発を 行っ ている 。 a a a

 ◇施設内外の安全、 衛生
管理の維持向上に努めてい
る 。

Ⅳ
　
保
育
を
支
え
る
組
織
的
基
盤

1
 

健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
制

◇こ ども の生活や遊び全般
を 見据えながら 家庭・ 地域
社会・ 関係機関と の連携を

図っ ている 。



　 2 年度 3 年度 4 年度

9 7
保育理念・ 保育方針に等に基づき 、 職員全体が共通の認識を 持っ て保育の計
画を 作成し ている 。

a a a

9 8 保育の計画は、 ０ 歳から 就学前までの一貫し たも のと なっ ている 。 a a a

9 9 保育の計画は定期的に評価、 見直し が行われている。 b a a

1 0 0
子ども や家庭の状況や保護者の意向、 地域の実態を 考慮し 保育所に適し たも
のを 作成し ている 。

a a a

1 0 1
保育日誌や指導計画、 経過記録、 毎日の振り 返り から 、 定期的な振り 返り ま
で年間を 通し て自己評価する 機会を 設けている。

a a a

1 0 2
職員相互の話し 合いを 通じ て、 保育実践の振り 返り を 活かし 、 明確になっ た
課題を 改善し ている。

a a a

1 0 3 自己評価を 活かし てキャ リ アアッ プを 図る よ う 育成し ている。 b a a

1 0 4 評価の結果を 組織の課題と し て明確にし 、 改善ににつなげている 。 b b a

1 0 5
地域の実情や保育所の実態に即し て適切に評価の観点や項目等を 設定し 、 全
職員が共通理解を 持っ て取組んでいる 。

b b a

1 0 6 評価基準に基づいて年に１ 回以上自己評価を 行い公表に努める 。 a a a

1 0 7
保育内容について評価結果を 公表する こ と で社会的責任を 果たすこ と を 職員
間で共有し ている 。

a a a

1 0 8
研修に対し て基本姿勢が示さ れ、 個々の職員に対する 研修計画を 立ててい
る 。

b a a

1 0 9 研修を 受けた内容や結果を 職員全体に周知し 、 保育業務に反映し ている。 a a a

1 1 0 職員の研修に関する評価を 行い次の研修計画に反映さ せている 。 a b a

 
◇保育士は自ら の保育実践
を 振り 返り 評価し 専門性の
向上や改善に努めている。

◇研修に対し て基本姿勢が
示さ れ、 研修体制が整備さ

れている 。

２
職
員
の
資
質
向
上

　 Ⅳ-２ 　 職員の資質向上  ①保育計画　 ②保育士の自己評価　 ③保育所の自己評価　 ④研修

Ⅳ
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育
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Ⅳ
　

◇保育所全体の（ サービ
ス） 保育内容について計画
(P)実施(D )評価(C)改善(P)
のサイ ク ルを 利用し 、 自己
評価を 行っ ている 。

◇保育の計画は、 保育指針
に基づき 、 作成し ている。

評価
評価の着眼点視点



1 1 1 園内研修は全職員で共有する 仕組みができ ている 。 a a a

☆

1 1 2
各職員に期待さ れる役割、 目標、 人材育成の方法が明確化さ れ、 計画的に
行っ ている。

a a a

1 1 3
主任ク ラ スの職員がスーパーバイ ザーと し ての役割を 果たすよ う 育成する プ
ロ グラ ムがある。

a b a

1 1 4 職員連携が確立さ れており 、 経験者が指導するOJTの仕組みができ ている a b a

1 1 5 非常勤職員に関し ても 資質向上に向け、 研修の機会を 設けている b b a

1 1 6
職員が自ら の役割と 課題を 認識し 、 やり がいや満足感を 持てる よ う に人材育
成を 行っ ている。

a b a

◇計画的に人材育成を 行っ
ている 。

れている 。

２
職
員
の
資
質
向
上
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２ 年度 3 年度 4 年度

1 1 7
職員が不正・ 不適切な行為を 行わないよう 守るべき 法・ 規範・ 倫理が明文化
さ れ職員に周知さ れている 。

a a a

1 1 8 市や区の方針、 園の方針が職員に周知さ れている 。 a a a

1 1 9
利用者から の意見や要望に対し 苦情解決制度に基づいて、 迅速に対応し てい
る 。

a a a

1 2 0 苦情を 職員間で共有し 、 保育の改善に活かし ている。 a b a

1 2 1 苦情解決の仕組みを 保護者に説明し ている 。 a a a

1 2 2 個人情報の取り 扱いはガイ ド ラ イ ンに基づき 、 組織的に取り 組んでいる。 a a a

1 2 3 守秘義務の意義や目的を 全職員に周知し ている。 a a a

1 2 4 個人情報の扱いについて保護者に周知し 、 理解を 得ている 。 a a a

1 2 5
保育所の役割や社会的責任を 適切に果たし 、 保育所組織の専門性の向上に努
めている 。

a a a

1 2 6
保育士等・ 保育所の自己評価等の結果を 踏まえ、 職員と 協力し て改善に努め
ている 。

a a a

1 2 7
保育所の専門性を 高め、 活性化を 図る 為、 自己研鑽に対する援助や助言を し
ている 。

a a a

1 2 8 遵守すべき 法令などを 正し く 理解する ための取り 組みを 行っ ている。 b a a

◇保育の実施と 運営上の根
拠と なる法令、 基本的な法
令などを 理解し 、 遵守し て

いる。

３
運
営
・
管
理
・
社
会
的
責
任
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　 Ⅳ-３ 　 運営・ 管理、 社会的責任　 ①法令などの遵守　 ②個人情報の取り 扱いと 苦情解決の責任　 ③施設長の責務

◇個人情報の取り 扱いはガ
イ ド ラ イ ンに基づいて実施
さ れている。

視点

◇苦情解決制度の仕組みが
確立さ れ、 保護者に周知さ
れると 共に機能し ている。

◇施設長と し ての役割と 責
任を 理解し 、 質の向上に意
欲を 持ち 、 その取り 組みに
指導力を 発揮する 。

評価の着眼点
評価


